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※この保証書は販売店様の日付けの入ったレシートまたは領収書がなければ無効となります。

お買い上げ日より : 半年間

店 舗 印

（もしくは押印）

当製品の保証書にご記入されたお客様の個人情報は、修理・交換後の製品発送のみ使用し、
それ以外に使用したり、第三者に提供することは一切ございません。

【製品コード】

取扱説明書の注意書きに従った正常な使用状態で故障及び損傷した場合には、当社が無料保証
いたします。お買い上げの販売店にご依頼ください。
保証期間内に故障した場合には、製品と本書をご持参・ご提示の上、お買い上げの販売店にご依頼
ください。
保証期間内でも次の場合には保証対象外になります。
①当社サービスセンター以外による分解・修理及び改造をおこなった場合
②お客様の過失・不注意（使用上の誤り、製品をぶつけたり落下等による強い衝撃を与えるなど）
　による故障及び損傷
③取扱説明書に記載されている消耗部品が自然摩耗または自然劣化していることに起因して
　故障が発生した場合。
④火災・地震・その他の天災事変による故障及び損傷
⑤本書の掲示がない場合
⑥本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合
⑦他人へ譲渡した場合
本書は日本国内においてのみ有効となります。
本書は再発行いたしませんので紛失しないように大切に保管してください。

1.

2.

3.

4.
5.

【製品名】

1.ダストボックス取り外しレバーを、矢印方向に動かします。
2.取り外しレバーを動かした状態のまま、ダストボックスを矢印方向にスライド
　させて、取り外します。
3.ダストボックスを開けて、中のゴミを捨てます。
4.捨て終わったら、逆の手順でダストボックスを本体へ戻します。

PakuPaku
吸引式オートフロアクリーナー

1.取り外しレバーを矢印
　方向へ動かした状態で

2.ダストボックスを
　取り外す

3.ダストボックスを開け
　ゴミを捨てる

軽く押し
ながら開ける

※製品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがあります。

電 　 　  源

本 体 サ イ ズ

本 体 重 量

連続使用時間

材 　  質

単3電池3本使用 （別売）

約Φ180×H70mm

約270g （ 電池含まず ）

約30分間 (自動で停止する場合があります。電池や使用環境によって異なります。)

ABS



＜本体底面/各部名称＞

●本製品はランダムに動きます。そのため、掃除をする箇所としない箇所があります。
●ご使用前にローラーのカバーをはずしてください。
●ローラー部は埃などがたまります。定期的にお手入れをしてください。

※本体底面のキズについて
本体底面のキズは製造工程上の検品でついている場合があります。ご了承ください。

取扱説明書

ご使用方法

各部名称

※ご使用の前に必ずお読みください。
この説明書には、ご使用になる方やその周辺にいる方々や物への危害や損害を未然に
防ぐためのお守りいただきたい事項を記載しています。
製品を安全にご使用いただくために内容を十分にご理解いただきますようお願いいたします。

注 意 この表示は、内容を無視すると対人的に障害を負ったり、
対物的に損害の発生が想定する内容を示しています。

安全にお使いいただくために

ご使用前に
※ご使用の前に必ずお読みください。

家庭用 (業務用として使用しないでください)

※誤った使用方法で発生するすべての事柄に対して、弊社は一切の責任を
　負いかねます。ご了承ください。

本 体 ライトローラー

カバー

吸引口

ダストボックス
取り外しレバー

ダストボックス

電源ボタン 電池ボックス

1.本体底面の電池ボックスのカバーをドライバーを使用して開けます。【図.1】
2.単３電池３本を本体刻印に合わせて+-（プラスマイナス）正しくセットし、カバーを閉じます。
3.床に置き、電源ボタンを押すとライトが光って、動きます。【図.2】
※障害物に当たると自動で方向を変えますので、掃除の邪魔になるものはあらかじめ
　片付けてください。
4.稼働中に電源ボタンを押すと、停止します。【図.2】

【図.1】 【図.2】

ON／OFF

PakuPaku吸引式オートフロアクリーナー

①本製品の分解、改造はしないでください。
②本製品は防水加工は施されていません。水のかかる場所での使用はおやめください。
③高温多湿、火の元に近い場所では使用及び保管はしないでください。
④本製品は落としたり、乱暴に扱わないでください。
⑤傾斜のある場所では使用しないでください。
⑥カーペットの素材や毛の長さによって十分効果を発揮しない場合があります。
⑦電池は+-（プラスマイナス）の向きに注意して挿入してください。
⑧古い電池と新しい電池、違う種類の電池を混ぜて使用しないでください。
⑨電池は分解、加熱、火の中に入れたりしないでください。
⑩使用後は必ず電池を抜いてください。入れたままにしておくと液漏れの原因となります。
⑪お子様の手の届かない場所に保管してください。
⑫直射日光の当たる場所には置かないでください。火災の原因となります。

ドライバーを使用して
開閉する


